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4年間の学業の総決算として、一定の水準に達した卒業論文をまとめます。その過程で

さらに多くを学ぶことになり、そこでの大きな成長は、学士（文学）の学位を取得して卒業

する学生にふさわしいものです。自分の力で完成させた時の達成感は、かけがえのないも

のになるでしょう。

〈黄泉戸喫〉と創作物 一人間が表現するフィクションの不変のテ ー マを探る一

●文学部国文学科4年 O・A
卒業論文では、日本最古の史書である『古事記Iの「黄泉国神話」に描写される〈黄泉戸喫（ヨモツヘグイ）〉を研究の材料としまし

た。「黄泉国神話」における黄泉戸喫とは、「黄泉国（死者世界）の瑚で煮炊きされた食物を食べる」という意味であり、黄泉戸喫を

することによって、現世への帰還が不可能になると信じられていました。上代文学では、黄泉国における「竃での煮炊き」と「食物

を食べる」という二つの要素が組み合わさることによって現世へ帰還できなくなるとされていた一方で、海外の創作物及び現代

の創作物と比較してみると、「鼈での煮炊き」という描写は調査した範囲では存在しませんでした。この研究結果 から考察すると、

国や時代による文化の変遷に影響されない「フィクションの不変のテ ーマ」とは、人間の本能に基づいたテ ーマであると考えられ

るのです。卒論の執筆にあたり、丁寧なご指導をしてくださった池田先生と、様々な視点からの意見をくださったゼミの皆様には心から感謝しております。

遊女が往生を選ぶとき 一法然上人絵伝考一

●文学部国文学科4年 K・A
卒業論文では『法然上人絵伝』の検討を通じて、平安時代末期頃の遊女が自身の極楽往生をどのように考えていたのかについて論

じました。3年次に『平家物語」を読み、その中で登場する祖師絵伝からの引用文の多さと作品に登場する女性 たちが皆、自分の意志

を強く持ち周りに惑わされることなく行動していく姿に興味を持ったことがきっかけです。その上で、卒業論文では『法然上人絵伝』

の遊女往生の章段と法然自身が女人往生を語る章段について、諸本の比較をまず行いました。実は、法然の女人往生論がいかなる

ものであったのか、日本思想史学においても決着がついていないのですが、是非どちらの場合においても論が成り立つように注力

しました。さらに、卒論選択のきっかけであった『平家物語』における遊女往生の章段（祇王）について分析し、女人往生の描かれ方

や登場人物ごとの往生の思いの相違について検討しました。その結果として、今まで女性は男性に姿を変えた時のみ往生が可能でしたが法然は女性の姿のままで

も往生が可能であることを説いたことにより、職業における罪業観や自分の容姿の罪業観を感じていた遊女たちも往生することが可能になったと結論づけました。

指導して下さった大橋先生に心から感謝しております。

一
田中靖彦ゼミ
0魚玄機研究男性詩人への憧れについて
0「柳毅伝」から見る唐代の恋愛観

ー他作品との比較を通して一

0桃花源記から見る理想郷について

池田三枝子ゼミ

棚田輝嘉ゼミ
0究極の選択 一少女マンガ愛の葛藤一

〇文学作品における音楽表現の描かれ方
～小説をめぐって～

0坂口安吾「白痴Jにおける人間存在とは
ーヤスパースの実存主義の観点から一

ブルナ・ルカーシュゼミ

山田里奈ゼミ
〇お損様への新しい認識

ー漫画・ゲーム ・ 配信からみる令和の〈お嬢様ことば〉一

〇漫画「ハイキュー！！」におけるバレーボール技術の向上と
オノマトペとの関係

0若者の推しに対する程度過剰表現の使用
ー「かっこよすぎて」「かわいすぎて」に後接する表現に行目して一

0古代の霊魂観 ー「古事記」「万葉集」の死と恋一

〇ヤマトタケル論 一古事記における英雄像一 0肺を侵食する病 福嶋健伸ゼミ
〇巨人伝説の研究 一常陸国風土記を中心に一

一梶井基次郎の〈肺病もの〉に見る描写の変化 0文末にみられる「参る」の変化 一敬語史の観点から一

0現実と非現実の対比 〇漫画における大阪弁と京都弁のイメー ジの違い
ー「美しい星」にみる三島由紀夫の世界観 ー大阪弁は元気が良いが商売人というイメージはない一

舟見一哉ゼミ 0歌詞と原作小説の比較研究 ー YOASOBIの作品を幽材に 0世代差に着目した宮崎方言の研究
0「源氏物語」「浮舟」巻の浮舟像 ー「降るコッセン」は衰退し［ヨダキー」は生き残る一

一明融本と尾州家河内本の本文異同から考える一

〇「歌の家」としての大中臣家の衰退 大原祐治ゼミ
ー「郁芳門院安芸媒」を中心にー 0室生犀星「蜜のあはれ」における死生観

0海の変遷 「古今和歌六帖」と 「海のうた」の比較から O市川春子「虫と歌」「25時のバカンス」論
一きょうだいの条件を中心に

0宮沢賢治「銀河鉄道の夜」論
大橋直義ゼミ ―JIIの表象の構造一

0「玉藻前物語」論 ー音楽説話と陰阻道説話一

0天神信仰成立以前
0「箱根権現縁起絵巻」と地獄

山内博之ゼミ
〇接頭辞「お ・ ご」の使用傾向

一聞き手と話し手の屈性に基づく分析一

0「まあ」の意味用法に関する研究
0「いったん」と 「いちど」の使い分けに関する研究
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令和5年卒業 S・M

〇卒論／修論のテ ー マ 〇就職先の仕事内容 ®その仕事を選んだ理由

〇大学で学んだことで、今活かされていること ◎在学中での一番の思い出 ®これからの展望

専 攻／日本語教育学 就職先／株式会社JALスカイ

O「後悔する」「悔やむ」「悔いる」の使い分けに関する研究 〇東京国際空港における 三語の違いを上手く説明することができず、苦戦して

JALの旅客サー ビス、およびステーションオペレーションの業務 ®私はもともと好奇心 いました。そんな中でも、諦めずに何度も向き合い、教

を刺激して新しい発見をくれる旅行が好きであり、毎日沢山の旅行客が訪れる空港で 授にお力添えをいただきながら、納得するまで分析を

の業務に興味を持っていました。そのため、今度は自らがお客様を安全で快適な旅に送 行っていくうちに、少しずつ違いを見つけることができ

る、サポートをする側になり、支えていきたいと思ったからです。 〇国文学科では、様々 ました。執筆を終える頃には、日本語の奥深さや美し

な時代の文学だけでなく、言語学、日本語教育学なども学べたため、視野が広がったと さを感じるとともに、大きな達成感がありました。二つ

感じています。文学の授業では、文体を捉え、各時代の時代背景を踏まえて内容を分析 目は、部活動です。大学1年次から約4年間、アカペラ

していくことが大切でした。そのため、

一つの文学を読み解く際には、ただ単に内容に沿 部の「JAC」の一員として活動しました。音楽未経験であることから、入部当初は不安で

うのではなく、物語が作られた背景を考え、多角的に分析を行うようになりました。これは、 いっぱいでした。しかし、引退を迎える頃には、部員全員で力を合わせて一つの物を作り

普段から物事を捉える際に活かされていると思います。また、ゼミで学んでいた日本語教 上げる楽しさ、4年間やり遂げた事への達成感でいっぱいになり、私にとって大切な思い

育学では、類似表現の分析を行いました。そこでは、日本語が母国語ではない日本語学 出になりました。 ®常に向上心を持って自ら学ぶことを大切にする人間でありたいです。

習者に向けて、いかに分かりやすく伝えられるかを考えました。そのため、普段から相手 就職先で仕事をこなしていく中で、自分に足りないものを感じる場面はこの先沢山ある

に正確な言葉で分かりやすく伝えることを心掛けるようになり、今も様々な場面で活かす と思います。そのような時でも、常にもっと良くなるためにはどうしたらよいのかを考え、行

ことができていると思います。 O二つあります。一つ目は、卒業論文制作です。卒業論 動していきたいです。そして、新しいことを積極的に学び、自分自身の知識として積み重

文では、「後悔する」「悔やむ」「悔いる」の使い分けの研究をしました。執筆を始めた頃は、 ね、成長していきたいです。

令和6年卒業 Y・F 専 攻／近現代文学 就職先／日本年金機構

〇女性が持つ強さー有川浩「図書館戦争」シリ ー ズをめぐって 〇最初は年金事務所 たのですが、創部の手続きや部員を集めることは非

に配属になり、年金の給付や保険料の徴収、年金が適用されるかの調査を始め、お客 常に大変でした。しかし、実践女子中学・高校のソフト

様の相談対応など年金に関わる様々な業務を行います。 ®私は多くの人々の生活に テニス部の顧問の先生や学生総合支援センターの

関わる仕事に就きたいという考えから、公務員や独立行政法人を中心に就職活動をし 職員の方々の支えにより無事に活動を開始できました。

ていました。その中でも、日本年金機構は、老後に受け取る年金だけではなく、障害年金 私自身はあまり活動を計画することはできませんでし

や追族年金など様々な事情を抱えた人にも寄りそえる仕事だと感じたため、志望しまし たが、後輩に引き継いで部が成長していることも含め

た。 〇国文学科の授業では、小説などを読んで自分の抱いた考えを言語化して他人 て、私にとってソフトテニス部の設立は在学中の心に

に伝えるという機会が多くありました。この経験は現在、日常の様々な場面で活かされて 残る思い出になっています。 ®年金に関する知識を深めていき、お客様は勿論、先輩

いると感じています。また、就職活動をしている時は、面接などで自分の考えていること や同僚、後翡など多くの人に信頼されるような仕事をできる人になりたいと考えていま

や自分の経験を面接官に分かりやすく伝えるということが必要であったため、自分の考 す。そのために、目の前のこと一つ一つに手を抜かずに誠実な行動をできる人間として

えを言語化するという大学で得た学びを十分に活かすことができました。 〇在学中一 成長し、向上心を持って日々を送れるように励みたいです。

番の思い出は、サークル活動です。私の入学以前は存在したソフトテニス部を復活させ

令和7年卒業 M・Y 専 攻／中古文学 就職先／株式会社KADOKAWA

〇中古文学史における「夢」表現の変遷「竹取物語」から「とりかへばや物語jを辿っ として活動を始めました。そして、大学2年生からは

て 〇実用書（ビジネス書・エッセイ・自己啓発書など）の編集業務 ®私は幼い頃 幹部スタッフのリ ーダーとして、企画・運営や広報活

から読書が好きだったため、本に関わる仕事がしたいと考えていました。本の中でも、 動などに携わりました。高校生の中には、遠方からご

特に実用書は、私の悩みや問題を解決し勇気を与えてくれました。この経験から、私も 家族で足を運んでいただいたり、何度も参加し受験

書籍を通して 、 多くの人々の背中を押したいと強く思うようになり、編集者の道を選び の進捗状況を教えてくれたりして、大変やりがいを感

ました。 〇企業や自治体と連携した授業を通じて、「コミュニケーション能力」や「プレ じました。特に印象に残っているのは、私と話した高

ゼンテーションカ」が身につきました。これらの力は、就職活動や日常生活、さまざまな 校生が実際に入学し、国文学科の後輩になったこと

場面で活かすことができたと思います。特に「実践プロジェクトb」の授業は、学部学科 、 です。一緒に活動してきました入学支援課の職員の方々、日々、切磋琢磨しながら過ご

学年の異なる学生と意見交換ができたり、企業の方々の前で発表する機会があったり した幹部の仲間たち、また関わってくれた全ての皆さんに心から感謝しています。

と、貴重な経験をすることができました。実践女子大学は、座学だけに留まらない学び J-STAFFとして過ごした日々は、私にとってかけがえのない思い出です。 ®誠実に、

を提供してくれる点も魅力的です。 0J-STAFFの活動です。私が実践に入学を決 謙虚に、そして真蟄に取り組む姿勢を忘れずにいたいです。常に周りの方々に感謝の

めたきっかけは、オープンキャンパスで出会った先甜でした。そのため、「私も先輩のよ 気持ちを持って、過ごしていきたいと考えています。

うに、高校生の受験を応援したい」と強く思うようになり、大学1年生から通常スタッフ
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